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（論文内容の要旨） 
 
 名画と呼ばれる作品を観て、即座にそれを受け入れることが、ときとして難しいこともある。東京藝
術大学大学美術館で行われた展覧会「金刀比羅宮 書院の美」（2007年）で円山応挙筆「遊虎図」を観た
ときも、東京国立博物館で行われた展覧会「対決 巨匠たちの日本美術」（2008年）で長沢芦雪筆「虎図
襖」を観たときも、そうであった。猫のように丸みを帯びたラインや、大きすぎる目など、私たちが動
物園などで見る現実の虎とはかなり形が離れており、いわば大胆にデフォルメ（déformer）されたもの
であった。名画として受け入れるより先に、滑稽であるとか、キャラクターのように可愛らしいとか、
描写に対する疑問が浮かんだ。しかし、それと同時に強烈なインパクトを与えられたことも事実である。
そのインパクトとは、形が違うということから来るネガティブな印象では決してなく、そのときは言葉
にできない「何か」であった。それゆえに作品の前で私は考えてしまった。世の中には、大きく形を崩
した作品や対象物の特徴を誇張した作品が存在していることも認識しながら、どうやら私は、実物をよ
く観察し何枚も写生を重ねることによって、実物そっくりに、正確な図像を画面に描くことが絵画のセ
オリーであるという考えに縛られていたようだ。 
 円山応挙など多くの絵師達も写生を重視したと伝えられている。だが一般論として、写生を行ってい
る者であれば、こういった形態表現を行わないはずである。応挙らは生きた虎を見ることが出来なかっ
たために猫をベースに虎を描いたといわれているが、それだけではこのような形の虎を描いたことへの
説明として、不十分であると私は考える。 
 本論では、なぜこのような異形によって描かれた動物画が今日まで名画として語り継がれて来たのか、
私が感じた言葉にすることが出来なかった「何か」とは何だったのかを、現代作家の視点で考察し、自
己の作品制作にもデフォルメを意識的に取り入れ、その魅力と効果を探った。 
 
第一章「過去の動物画に見るデフォルメ」 
 動物をモチーフに制作された作品には、それにデフォルメを加えたものという制限を加えたとしても、
沢山の作品が思い当たる。絵画、彫刻、デザインなど、芸術という大きな枠で囲われた全てのジャンル
に、デフォルメされた動物達は存在している。日本画に於いても沢山の動物画が昔から数多く生み出さ
れてきた。ここでは手広く研究するよりも、ある程度、的を絞り、深く追究していきたいと考えた。こ
の章では、江戸時代以降の日本美術を中心に、動物渡来の歴史と時代背景に触れ、この時代であるから
こそ生まれた様々な動物をテーマにした作品の魅力と、そこに見るデフォルメについて考察した。 
 
第二章「種類による表現」 
 この章では、動物の種類によって異なるデフォルメについて考察した。世界中どこでも、現実であれ
幻想であれ、親しみ深い動物には、それぞれに特有な性格を象徴したイメージを与えられることが多い。
つまり、動物画のデフォルメは、愛らしさ、強さ、優しさ、恐怖といった、それぞれの動物特有のイメ
ージを増幅させることで成り立ってきた。そのイメージに沿ってデフォルメを施したとき、あるいはそ
のイメージを覆すデフォルメを付与したとき、絵の中の動物は何を伝えるのだろうか。 
 ここでは「虎」、「象」、「鳥」、そして幻想動物である「龍」を描いた作品に触れた。また、動物画と神
話や仏教説話との関係についても論じた。 
 
第三章「現代作家のデフォルメ表現」 
 この章では、筆者自身を含め、現代の作家達がデフォルメするという表現行為をどのように捉えてい
るのかを、考察した。 
 情報が溢れる現代においては、無意識なデフォルメは少なくなり、意図的なデフォルメへと、ほとん
どの作家が路線変更せざるを得ないと私は考えている。そして前章で触れたような、動物に対する世間
のイメージがある程度固定された現状で、作家たちの表現はどの様な方向へ向かっていくのかを、他の
現代作家の意見を踏まえたうえで論じた。また、現代人がデフォルメをどこまで絵画として認識できる
かについても検証した。 
 
第四章「制作における私的考察」 
 この章では、筆者自身のこれまでの作品を年代順に追い、デフォルメを無意識に行ってきたもの、意
識的に行ってきたものを挙げ、その過程を検証することによって、これから自身の作品が、どのような
方向へ向かっていくかを検討した。 
 本論文の最後に、結「姿情」として、動物画のデフォルメが、単に姿形の問題ではなく、人間個人あ
るいは時代全体の感情の問題であることを述べた。現代において、作者の内面から自然に作り出される
動物画のデフォルメの時代が一つの区切りを迎えた可能性はある。だが、いつの時代になっても、人間
の内面から無くならない感情がある。今後の私は、自らの整斉された感情から生み出される、自分なり
の形を制作の中で見つけて行きたいと考えている。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、動物をモチーフに描いてきた筆者が、近世の名画のデフォルメされた動物画に感動した体
験から、デフォルメのあり様とあり方について論究したものである。古今の作品へのコメントには、筆
者の好むデフォルメのあり様が垣間見え、たんなるデフォルメ論ではなく、自作品でのデフォルメのあ
り方をさぐる論考であることがよくわかる。 
 契機となった作品は、展覧会で見た円山応挙の「遊虎図」（金刀比羅宮）。写生画派といわれる応挙で
ありながら、奇妙に歪んだ虎の形に、筆者は違和感を感じながらも強くひきつけられる。その感動が戸
惑いを含んでいたのは、それが、動物を描くには観察とスケッチを重ねて本画にするのが最も有効だと
考えていた筆者の前提を、くつがえす魅力のあり方だったからである。その魅力がデフォルメにあると
考えた筆者の探究が、ここから始まる。古来、くり返し描かれてきた虎や象、龍などは、じつは人々が
実際には目にすることがなかった動物である。それを、江戸時代に舶載された外来動物を実際に目にし
た画家の作品と比べながら、デフォルメにとってリアルな情報は必ずしもプラスにはならないこと、む
しろ描き手の空想や想像力の強さの方が重要であることを確認する。そうして描かれた動物は、多分に
人間的な表情をしているのだが、ここで筆者は、近世までに描かれた動物は多くの場合、宗教や神話、
説話などの物語を背景にもっていたという重要な指摘をしている。それが近代以降は、リアルな情報に
よって動物は現実のものとなり、空想や想像、物語の後退によって、魅力的な動物のデフォルメがなく
なっていったのだとする。かわって近現代の動物には、たとえばミッキーマウスのようなキャラクター
化（完全な擬人化）や、剥製・標本のような動物の素材化・物質化が起こったという。では現在を生き
る筆者にとっては、どのようなデフォルメと動物の描き方がふさわしいのか。 
 作品を見る限り、じつは筆者は形態のデフォルメを強く志向する方向にはあまり向かっていない。ノ
アの方舟に取材した「最後の舟」（2005）、草原を走る白馬の神馬のような「疾走」（2006）、夢の闇から
現われた象群を想わせる「涅槃」（2006）、そして博士修了作品の風のように走る狼の群「風息」（2009）、
「風天」（2009）、荷車を引く神象の「終焉」（2009）など、むしろ物語性の付与の方を強く志向している。
おそらくこれには、筆者が動物にひかれる理由そのものが影響している。彼は「言葉の通じない、こち
らの言うことも聞かない、感情も分かりづらい動物は、むしろ私にとって最も感情移入が容易なモチー
フ」だという。また「動物を描き始めた発端は、その形の奇妙さと、言葉を交すことができないが故の
未知なる部分への好奇心」からだったという。つまり彼にとっては「形の奇妙さ」じたいがデフォルメ
であり、「未知なる部分」が空想をかきたてたのであり、いわば動物という存在そのものが、筆者にとっ
て空想とデフォルメへの欲求を満たす存在だったことがわかる。 
 デフォルメという論点の設定から、論証への構成と展開はスムーズで読みやすく、各所に筆者自身の
志向と立ち位置がわかるコメントが散りばめられている。作品制作との整合もよく考慮され、学位論文
にふさわしい内容として審査会の好評を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 申請者は学部、修士課程を通じ、動物に対する関心が強く、一貫して動物を主題に研究制作を行って
きた。卒業制作作品においては“ノアの箱舟”をイメージした「最後の舟」で、卓越した素描力と構成
力で多くの動物を配置及び構成し、詩情豊かな作品を発表した。以降、「疾走」（2006年）、「涅槃」（2006
年）、「世界」（2007年）等、動物を主題にぶれない作画態度で意欲的に制作に取り組み、技術面、精神面
において目を見張るものがあったことを記憶している。修了制作作品は本学の買い上げとなっているこ
とも特記したい。 
 博士後期課程に進学後は古典絵画における動物画研究にも力を入れ、「動物画シリーズ」を軸に創作研
究を行ってきた。作品「雲竜画」（2008年）、及び「風天」（2009年）においては新しい試みを実践し、未
完成ながらもその成果は着実に上がったと言える。以降、学位博士論文題目「デフォルメ－描かれた動
物にみる姿情－」に見られるように、“デフォルメ”について考察し、申請者の追求するデフォルメを独
自の視点から実践している。 
 提出作品「風息」及び「終焉」は、申請者の考察した動物画におけるデフォルメによって気品ある姿
になり、迫力ある秀作である。その卓越した構成力と芯の強さを感じさせる表現力は高く評価出来る。
また、申請者は絹本や紙本といった基底材料についても積極的に研究を行い、其々の特質を生かした創
作研究を行っている。それら材料への知識を含めた技術の習得に対する取り組みも評価出来る。 
 
 2010年１月14日、主査、副査である日本画研究室教員の４名、及び論文担当第一副査、佐藤道信准教
授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断し合格とした。 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は、長らく「動物を題材とした絵画表現」と取組んできた。論文では「その形態の奇妙さに触
発され、言語を交わすことができないが故の未知なる部分への好奇心によって誘起された」とする申請
者自身が、写生重視の円山応挙が描いた作品「遊虎図」（金刀比羅宮蔵）の歪形性による違和感とともに、
写実性から離れた絵画表現の魅力に感動したことが端緒となり、デフォルメの過去例にみる様子と自身
にとっての在り方について論究したものである。対象の自然な形態を意識的・無意識的に変形や強調を
おこなう歪形性のみを要点とするのではなく、自身の制作におけるデフォルメのあり方について考察を
加えた論文となっている。 
 申請者は、観察と写生を重ねることによって得た認識こそ、制作を進めるうえでの前提と理解してい
たが、他方、デフォルメによってその魅力が作品に宿ることもあると気付いた。古来、絵画表現の題材
や動機として描かれてきた虎や象、龍などは、実見に基づく作画ではなかったが、実際に舶載された外
来動物を目にした江戸時代の画家の作品と比較して、実在する情報の質量は必須の要件ではなく、むし
ろイマジネーションの豊かさによって表現上の面白さや物語性に富んでいたと言及する。近代以降、自
然科学系の情報による動物の形態や生態は、およそ現実具体的な既知の姿となり、絵画に表される動物
の多くは想像や驚きの存在ではなくなったが、むしろ表現上では空想や想像力の強さが尚更重要であり、
大きく意味を持つことを申請者は示唆している。 
 申請者の研究制作の経過を時系列に通観して見ると、その実際は、形態を強くデフォルメする表現手
法へは向かっていない。走るたびに風を起こしているかのような狼の群を、裏箔の絹本に描いた「風息」
（2009／六曲一隻／絹本墨画淡彩・銀箔）、狼による神聖なイメージの表現を、板目の和紙で裏打ちした
絹本に試みた「風天」（2009／絹本着色）、荷車を引く二頭の神象を、板目を表した和紙に描いた「終焉」
（2009／六曲一隻/紙本墨画/銀泥）など、むしろ動物に見る空想力を強く作用させている。申請者にと
って、描いた狼や象の「形態の奇妙さ」自体がデフォルメであり、「未知なる部分への好奇心」によって
物語性を心に強く浮かべたのであり、動物の存在そのものに触発された空想と、面白みのある摩訶不思
議な形態が制作における発想の淵源となって反映している。動物画シリーズの制作技法は、いわゆる岩
絵具の厚塗りによる絵肌ではなく、絵絹や和紙など基底物の特徴を発揮するべく技術的な工夫が試みら
れた、独自性に富む意欲的な作品群となっている。 
 
 審査委員会の全委員による平成21年11月30日の審議、12月８日の大学美術館における博士審査展・公
開発表会後の審議を経て、平成22年１月14日に審査委員会を開き、総合審査結果として、提出された博
士論文および研究作品ともに、一貫した研究の蓄積による成果が示されており、課程博士学位水準に達
し優れていると一致して認め、合格と判定した。 
 
